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(57)【要約】
【課題】複合機においてユーザカスタマイズされたＵＩ
画像で操作させることを、容易に可能にする。
【解決手段】複合機（ＭＦＰ１）は、携帯端末装置５又
は操作パネル１２から入力されたユーザ識別情報を少な
くとも含むユーザ情報に基づき、ＵＩ画像を表示するよ
う操作パネル１２に指示すると共に、そのＵＩ画像とは
異なる他のＵＩ画像を携帯端末装置５に設けられた表示
パネル５２に表示するよう携帯端末装置５に指示する指
示部を有する。上記ＵＩ画像及び上記他のＵＩ画像は、
上記ユーザ識別情報に応じて指定された、ＭＦＰ１を操
作するための画像とする。ＭＦＰ１は、操作パネル１２
にＵＩ画像を表示させ、上記他のＵＩ画像を表示パネル
５２に表示させた状態で、操作パネル１２から受け付け
たユーザ操作若しくは携帯端末装置５から受け付けたユ
ーザ操作に従い、画像出力を実行する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像出力が可能な複合機であって、
　携帯端末装置と無線で通信する無線通信部と、表示部と、前記携帯端末装置から若しく
は前記複合機に設けられた操作部から入力された、ユーザ識別情報を少なくとも含むユー
ザ情報に基づき、ユーザインターフェース画像を表示するよう前記表示部に指示すると共
に、前記ユーザインターフェース画像とは異なる他のユーザインターフェース画像を前記
携帯端末装置に設けられた携帯端末側表示部に表示するよう前記携帯端末装置に指示する
指示部と、を有し、
　前記ユーザインターフェース画像及び前記他のユーザインターフェース画像は、前記ユ
ーザ識別情報に応じて指定された、前記複合機を操作するための画像であり、
　前記複合機は、前記ユーザインターフェース画像を前記表示部に表示させ、前記他のユ
ーザインターフェース画像を前記携帯端末側表示部に表示させた状態で、前記操作部から
受け付けたユーザ操作、若しくは前記無線通信部を介して前記携帯端末装置から受け付け
たユーザ操作に従って、画像出力を実行することを特徴とする複合機。
【請求項２】
　前記複合機は、サーバにネットワークを介して接続可能であり、
　前記ユーザ情報に基づき前記サーバにユーザ認証を要求する認証処理部と、前記サーバ
から前記ユーザ認証に成功した場合に送信される、前記ユーザインターフェース画像及び
前記他のユーザインターフェース画像を受信する受信部と、を有し、
　前記表示部は、前記受信部で受信した前記ユーザインターフェース画像を表示し、
　前記指示部は、前記受信部で受信した前記他のユーザインターフェース画像を前記携帯
端末側表示部に表示するよう前記携帯端末装置に指示することを特徴とする請求項１に記
載の複合機。
【請求項３】
　前記サーバは、前記携帯端末装置からのユーザ操作の履歴を前記複合機から取得して格
納する履歴格納部を有し、
　前記インターフェース指示部は、前記ユーザ識別情報に応じて指定する前記ユーザイン
ターフェース画像及び前記他のユーザインターフェース画像を、前記ユーザ操作の履歴に
従って変更することを特徴とする請求項２に記載の複合機。
【請求項４】
　前記サーバは、前記携帯端末装置又は前記携帯端末装置とは異なる情報処理装置から、
前記ネットワークを介し且つ前記ユーザ識別情報を指定してなされた、画像出力対象のコ
ンテンツの登録処理を受け付け、前記コンテンツを前記ユーザ識別情報に関連付けて格納
するコンテンツ登録部を有し、
　前記複合機は、前記コンテンツを前記サーバから取得し、取得した前記コンテンツにつ
いて画像出力を実行することを特徴とする請求項２又は３に記載の複合機。
【請求項５】
　前記コンテンツ登録部は、前記登録処理に際し、前記コンテンツに関連付けて前記コン
テンツに関する画像出力設定を登録し、
　前記複合機は、前記コンテンツについて画像出力を実行する際、前記サーバから取得し
た前記画像出力設定に基づき画像出力を実行することを特徴とする請求項４に記載の複合
機。
【請求項６】
　前記複合機は、前記画像出力を実行する際、前記携帯端末装置から取得したコンテンツ
について画像出力を実行することを特徴とする請求項２又は３に記載の複合機。
【請求項７】
　制御部、表示部、操作部、及び携帯端末装置と無線で通信する無線通信部を備え且つ画
像出力が可能な複合機に組み込むためのプログラムであって、
　該プログラムは、前記制御部に、
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　前記携帯端末装置から若しくは前記操作部から入力された、ユーザ識別情報を少なくと
も含むユーザ情報に基づき、ユーザインターフェース画像を表示するよう前記表示部に指
示すると共に、前記ユーザインターフェース画像とは異なる他のユーザインターフェース
画像を前記携帯端末装置に設けられた携帯端末側表示部に表示するよう前記携帯端末装置
に指示する指示ステップと、
　前記ユーザインターフェース画像を前記表示部に表示させ、前記他のユーザインターフ
ェース画像を前記携帯端末側表示部に表示させた状態で、前記操作部から受け付けたユー
ザ操作、若しくは前記無線通信部を介して前記携帯端末装置から受け付けたユーザ操作に
従って、画像出力を実行するステップと、
を実行させるためのプログラムであり、
　前記ユーザインターフェース画像及び前記他のユーザインターフェース画像は、前記ユ
ーザ識別情報に応じて指定された、前記複合機を操作するための画像であることを特徴と
するプログラム。
                                                                                
    
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複合機及びその複合機に組み込むためのプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンビニエンスストア（以下、「ＣＶＳ」と言う）では、事前に予約をした興行
チケットの発行やクーポン券の発行、電子決済も可能なアイテムの購入、といった様々な
シチュエーションにおいて、ネットワークに接続された複合機が用いられている。一方で
、近年、ローカルインターフェースや有線又は無線のＬＡＮ（Local Area Network）のイ
ンターフェースを搭載した携帯端末装置の流通量が増加している。このような携帯端末装
置としては、携帯電話機（スマートフォンと呼ばれるものも含む）、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、モバイルＰＣ（パーソナルコンピュータ）などが挙げられる。そして、上述のよう
な複合機にユーザ側から接続するといったユースケースにおいても、このような携帯端末
装置を使用するケースが増えている。
【０００３】
　また、各企業では、クラウドコンピューティング（以下、単に「クラウド」と言う）に
おけるネットワーク対応機器との連携により、顧客へのクイックリーなサービスを提供す
ることのみならず、メンテナンスを行うサービスマンとの連携や様々な情報の集計処理へ
の連携を行うことで、アプライアンスの機能を向上させようと開発がなされている。
【０００４】
　エンドユーザは、事前に携帯端末装置などのネットワーク対応機器から、必要としてい
る機能について予約や登録を行い、ＣＶＳにおいて規定の手順に従い情報やチケット等の
取得や購入など、その機能を享受している。また、ＣＶＳのみならず会社内の売店や大学
などの公共機関においても同じように、事前登録しておいた情報やチケット等の取得や購
入などのトリガとして、学生証や社員証に用いられているＩＣ（Integrated Circuit）カ
ードなどの近距離無線装置を使用するケースが多くなっている。
【０００５】
　クラウドでは、ユーザを識別するための識別情報が各種情報の抽出のために用いられて
いる（例えば特許文献１～４を参照）。特許文献１には、ＩＤ（Identification）コード
をデジタル化された配信情報に付加してＩＤコード付配信情報として放送や通信ネットワ
ーク上に配信しておき、ＩＤコードを識別する機能を組み込んだ情報機器を所有し且つそ
のＩＤコードが一致する個人ユーザのみがその配信情報を見ることができるようにし、ま
た個人ユーザから返信された返事をＩＤコードとセットにしてデータベースに格納する技
術が開示されている。
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【０００６】
　特許文献２には、ユーザ認証及びサービス承認を管理し、複数のドメインに存在する複
数のネットワークに１つの識別情報だけでアクセスする技術が開示されている。
【０００７】
　特許文献３には、資源サービスを要求するクライアントと資源サービスを提供するサー
バがネットワーク接続された分散環境下で、ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）の変数
をクライアント・ユーザの個人情報に変換する手続を含んだ形式で記述されたＵＲＬを用
いることで、個人情報を管理していない資源提供者であっても個人情報を利用してそのユ
ーザ用にカスタマイズした資源をそのユーザに提供する技術が開示されている。
【０００８】
　特許文献４には、サーバにおいて、遠隔制御可能な端末装置に記録された各電化製品の
時系列の動作状態を示す利用履歴情報を受信し、その利用履歴情報に基づいて各電化製品
の使用状況を分析して、分析された使用状況に基づいた推奨情報を端末装置に対して提供
する技術が開示されている。
【０００９】
　また、複合機などの操作パネルをユーザに応じてカスタマイズする技術も提案されてい
る（例えば特許文献５，６を参照）。特許文献５には、外部装置に接続され、外部装置の
状態変化に対応した表示を可能とするプログラム式の操作表示装置において、この操作表
示装置を操作する個人を特定し、特定された個人に対応した内容の表示及び操作を可能に
する技術が開示されている。
【００１０】
　特許文献６には、ＯＡ機器と管理装置とがネットワークを介して接続された管理システ
ムにおいて、このようなユーザカスタマイズを行う技術が開示されている。特許文献６に
記載の管理システムでは、ＯＡ機器がＩＣカードから識別情報を読み出して管理装置に送
信し、管理装置がこの識別情報に対応付けて記憶されたパネル情報をＯＡ機器に送信し、
ＯＡ機器がそのパネル情報に従って、自己に設定されたパネル画像と異なるパネル画像を
表示するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００２－１０８７４１号公報
【特許文献２】特表２００８－５０６１３９号公報
【特許文献３】特開２０００－２４２６５８号公報
【特許文献４】特開２００２－２０３１６８号公報
【特許文献５】特開２００２－３６６２４８号公報
【特許文献６】特開２００４－２８２６７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　特許文献６に記載の技術により、クラウドの機能を用いてＣＶＳ店舗の場所などの環境
に依存することなく、ユーザが事前登録したユーザ識別情報を元にしてそのユーザに合致
したユーザインターフェースを複合機に提供することが可能になる。すなわち、この技術
により、複合機に対してクラウドサーバからユーザカスタマイズされたユーザインターフ
ェースを提供できるようになり、例えば今までの使用履歴に基づいて、印刷機能、ファク
シミリ送信機能、インターネットファクシミリ送信機能などワンクリックでユーザが望む
機能を実行できるようなユーザインターフェースを提供することなども可能になる。
【００１３】
　しかしながら、第一に、全ての店舗で常に同じ機種の複合機を使用するといったことは
、喩え同じ系列のＣＶＳ店舗であっても、システム導入に要する期間、機器の入れ換え時
期、メーカーの生産期間などを鑑みると現実的ではない。第二に、実際、ユーザはいつも
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同じ機種の複合機が設置される店舗を利用するわけではない。第三に、喩え同じメーカー
の複合機であっても、同じ機種でないと操作パネルの表示能力や操作パネルで表示できる
内容が異なることある。
【００１４】
　このような事情から、特許文献６に記載の技術を用いてユーザが望むユーザインターフ
ェースを常に利用できるようにするためには、画像出力サービスへの事前登録の作業を、
店舗に出向いて機種が異なる度に毎回同じように行う必要が生じる。そして、ユーザビリ
ティ視点から考えると、以前登録した情報であってもこのような登録作業を行う必要が生
じ得るため、どのＣＶＳ店舗においてもその場で素早く画像出力サービスを提供するとい
った利便性は得られない。
【００１５】
　また、今後は、クラウドサーバから複合機に対して、ユーザが望む画質や用紙サイズと
いった印刷設定情報など、ユーザカスタマイズ情報を提供することも望まれる。
【００１６】
　本発明は、上述のような実状に鑑みてなされたものであり、その目的は、複合機におい
てユーザカスタマイズされたユーザインターフェース画像で操作させることを、容易に可
能にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の技術手段は、画像出力が可能な複合機であ
って、携帯端末装置と無線で通信する無線通信部と、表示部と、前記携帯端末装置から若
しくは前記複合機に設けられた操作部から入力された、ユーザ識別情報を少なくとも含む
ユーザ情報に基づき、ユーザインターフェース画像を表示するよう前記表示部に指示する
と共に、前記ユーザインターフェース画像とは異なる他のユーザインターフェース画像を
前記携帯端末装置に設けられた携帯端末側表示部に表示するよう前記携帯端末装置に指示
する指示部と、を有し、前記ユーザインターフェース画像及び前記他のユーザインターフ
ェース画像は、前記ユーザ識別情報に応じて指定された、前記複合機を操作するための画
像であり、前記複合機は、前記ユーザインターフェース画像を前記表示部に表示させ、前
記他のユーザインターフェース画像を前記携帯端末側表示部に表示させた状態で、前記操
作部から受け付けたユーザ操作、若しくは前記無線通信部を介して前記携帯端末装置から
受け付けたユーザ操作に従って、画像出力を実行することを特徴としたものである。
【００１８】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、前記複合機は、サーバにネットワークを
介して接続可能であり、前記ユーザ情報に基づき前記サーバにユーザ認証を要求する認証
処理部と、前記サーバから前記ユーザ認証に成功した場合に送信される、前記ユーザイン
ターフェース画像及び前記他のユーザインターフェース画像を受信する受信部と、を有し
、前記表示部は、前記受信部で受信した前記ユーザインターフェース画像を表示し、前記
指示部は、前記受信部で受信した前記他のユーザインターフェース画像を前記携帯端末側
表示部に表示するよう前記携帯端末装置に指示することを特徴としたものである。
【００１９】
　第３の技術手段は、第２の技術手段において、前記サーバは、前記携帯端末装置からの
ユーザ操作の履歴を前記複合機から取得して格納する履歴格納部を有し、前記インターフ
ェース指示部は、前記ユーザ識別情報に応じて指定する前記ユーザインターフェース画像
及び前記他のユーザインターフェース画像を、前記ユーザ操作の履歴に従って変更するこ
とを特徴としたものである。
【００２０】
　第４の技術手段は、第２又は第３の技術手段において、前記サーバは、前記携帯端末装
置又は前記携帯端末装置とは異なる情報処理装置から、前記ネットワークを介し且つ前記
ユーザ識別情報を指定してなされた、画像出力対象のコンテンツの登録処理を受け付け、
前記コンテンツを前記ユーザ識別情報に関連付けて格納するコンテンツ登録部を有し、前
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記複合機は、前記コンテンツを前記サーバから取得し、取得した前記コンテンツについて
画像出力を実行することを特徴としたものである。
　第５の技術手段は、第４の技術手段において、前記コンテンツ登録部は、前記登録処理
に際し、前記コンテンツに関連付けて前記コンテンツに関する画像出力設定を登録し、前
記複合機は、前記コンテンツについて画像出力を実行する際、前記サーバから取得した前
記画像出力設定に基づき画像出力を実行することを特徴としたものである。
【００２１】
　第６の技術手段は、第２又は第３の技術手段において、前記複合機は、前記画像出力を
実行する際、前記携帯端末装置から取得したコンテンツについて画像出力を実行すること
を特徴としたものである。
　第７の技術手段は、制御部、表示部、操作部、及び携帯端末装置と無線で通信する無線
通信部を備え且つ画像出力が可能な複合機に組み込むためのプログラムであって、該プロ
グラムは、前記制御部に、前記携帯端末装置から若しくは前記操作部から入力された、ユ
ーザ識別情報を少なくとも含むユーザ情報に基づき、ユーザインターフェース画像を表示
するよう前記表示部に指示すると共に、前記ユーザインターフェース画像とは異なる他の
ユーザインターフェース画像を前記携帯端末装置に設けられた携帯端末側表示部に表示す
るよう前記携帯端末装置に指示する指示ステップと、前記ユーザインターフェース画像を
前記表示部に表示させ、前記他のユーザインターフェース画像を前記携帯端末側表示部に
表示させた状態で、前記操作部から受け付けたユーザ操作、若しくは前記無線通信部を介
して前記携帯端末装置から受け付けたユーザ操作に従って、画像出力を実行するステップ
と、を実行させるためのプログラムであり、前記ユーザインターフェース画像及び前記他
のユーザインターフェース画像は、前記ユーザ識別情報に応じて指定された、前記複合機
を操作するための画像であることを特徴としたものである。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、複合機においてユーザカスタマイズされたユーザインターフェース画
像で操作させることを、容易に可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係る画像出力システムの一構成例を示す図である。
【図２】図１の画像出力システムにおける複合機の操作パネルの一例を示す図である。
【図３】図１の画像出力システムにおける携帯端末装置の表示パネルの一例を示す図であ
る。
【図４】図１の画像出力システムにおける携帯端末装置の表示パネルの他の例を示す図で
、図３の例とは異なるユーザが使用している場合の例を示す図である。
【図５】図１の画像出力システムを利用してユーザが画像出力を行う場合の流れの一例を
説明するためのフロー図である。
【図６】図１の画像出力システムにおける複合機の動作の一例を説明するためのフロー図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、本発明に係る画像出力システムの一構成例を示す図である。図１で例示する画
像出力システム（以下、「本システム」と言う）は、サーバと、そのサーバにクラウドの
ネットワークＮを介して接続された複数の複合機（以下、「ＭＦＰ」と言う）１とを備え
たシステムである。
【００２５】
　以下、このようなサーバの例として、認証サーバ２、クラウドサーバ３、及びコンテン
ツサーバ４を分散させて、クラウドのネットワークＮ上に配置した例を挙げて説明するが
、分散させなくてもよい。また、ＭＦＰ１は、ＣＶＳの各店舗に設置されており、少なく
とも同じフランチャイズの店舗については或る程度の割合で設置しておくことで、利便性
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が得られる。但し、ＭＦＰ１のＣＶＳ店舗への設置を前提として説明するが、本システム
は官公庁や学校など様々な場所に設置することができる。
【００２６】
　本システムは、ＭＦＰ１とクラウドのシステムを連携させて、画像出力に際しての使用
簡易性を含めたユーザビリティを向上させたものである。より具体的には、本システムは
、ＣＶＳの店舗で設置されているＭＦＰ１を使用して、画像処理対象のコンテンツについ
てＭＦＰ１にて画像出力を行う画像処理サービス（画像処理対象のコンテンツの提供を行
うサービスを含んでもよい）を提供する場合に、クラウドネットワークを使用して提供す
る。そして、本システムは、クラウドのシステムと連携させて何処の店舗でＭＦＰ１を使
用しようとしても、使用ユーザが一度設定した操作に係るユーザカスタマイズ情報（オペ
レーションパネルカスタマイズ情報）などと即座に連携して煩わしさをなくすようにする
ものである。
【００２７】
　ここで、画像出力とは、対象となるコンテンツの印刷（ＦＡＸ受信データの印刷も含め
てよい）、インターネットを介したＦＡＸ送信（インターネットＦＡＸ送信）、携帯端末
装置５やＭＦＰ１に装着したＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリ等の可搬記録媒体へ
のコピーなどが該当する。このコピーには、コンテンツ購入機能により購入したコンテン
ツのコピーが該当するだけでなく、後述するユーザ自身によって登録したコンテンツにつ
いても急にデータが必要になることがあるため該当する。本システムは、画像出力として
印刷を含む場合には、ネットワークプリントシステムと呼ばれることもある。
【００２８】
　ＭＦＰ１は、全体を制御する主制御部１０の他に、表示部及び操作部でなる操作パネル
１２、及び画像出力部１４を有する。そして、本システムで使用するＭＦＰ１は、その主
たる特徴として、後述する無線通信部１１及び認証処理部１３も備えるものとする。
【００２９】
　以下、操作パネル１２がタッチパネルを有し、操作部の一部も兼ねることを前提に説明
するが、別途設けられた操作ボタンのみで表示のＵＩ画像に基づく操作を行うようにして
もよい。画像出力部１４としては、例えば印字部、ネットワークアダプタなどが該当する
。主制御部１０は、ハードウェアとプログラム（ファームウェア）とにより構成すればよ
い。このハードウェアとしては、マイクロコンピュータ、プログラム可能なＩＣチップ等
の汎用の集積回路／チップセットなどが挙げられる。プログラム（ファームウェア）とし
ては、そのハードウェアにより各部１１，１２，１４や図示しない他の部位を制御しなが
ら、認証処理部１３の処理を含めた本発明に係るＭＦＰ１側の処理を実行させるためのプ
ログラムが該当する。また、主制御部１０は、ハードウェアのみで構成してもよく、その
場合、本発明に係るＭＦＰ１における各部１１～１４や図示しない他の部位の制御を実行
する専用のマイクロコンピュータ又は専用の集積回路／チップセットなどを搭載すればよ
い。
【００３０】
　また、本発明では、携帯端末装置５でＭＦＰ１を操作可能なように構成する。この携帯
端末装置５としては、携帯電話機（スマートフォンと呼ばれるものも含む）、携帯情報端
末、モバイルＰＣなどが挙げられる。この携帯端末装置５は、全体を制御する主制御部５
０の他に、表示パネル５２で例示した表示パネル５２と、ユーザ操作を受け付ける操作部
と、後述する無線通信部５１を有する。
【００３１】
　以下、表示パネル５２がタッチパネルであって操作部も兼ねることを前提に説明するが
、別途、操作ボタンが設けられ、その操作ボタンにより表示パネル５２に表示されたＵＩ
画像に基づく操作を行うようにしてもよい。主制御部５０も、主制御部１０と同様に、ハ
ードウェアとプログラムとにより構成すればよい。プログラム（ファームウェア又はソフ
トウェア）としては、そのハードウェアにより各部５１，５２や図示しない他の部位を制
御しながら本発明に係る携帯端末装置５側の処理を実行させるためのプログラムが該当す
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る。また、主制御部５０も、主制御部１０と同様に、ハードウェアのみで構成してもよく
、その場合、本発明に係る携帯端末装置５における各部５１，５２や図示しない他の部位
の制御を実行する専用のマイクロコンピュータ又は専用の集積回路／チップセットなどを
搭載すればよい。
【００３２】
　また、認証サーバ２や、クラウドサーバ３、コンテンツサーバ４は、主制御部を有する
。この主制御部も、主制御部１０と同様に、ハードウェアとプログラムとにより構成すれ
ばよい。プログラム（ソフトウェア）としては、そのハードウェアによりサーバ内の後述
する各部や図示しない他の部位を制御しながら本発明に係る各サーバ側の処理を実行させ
るためのプログラムが該当する。また、この主制御部も、主制御部１０と同様に、ハード
ウェアのみで構成してもよく、その場合、本発明に係る各サーバの後述する各部や図示し
ない他の部位の制御を実行する専用のマイクロコンピュータ又は専用の集積回路／チップ
セットなどを搭載すればよい。但し、サーバ用のコンピュータとしてはＰＣ等の汎用コン
ピュータも適用できる。
【００３３】
　本システムは、概略的にこのような構成を備える。以下、本システムにおける各装置の
構成や機能の詳細について、図２～図４も併せて参照しながら説明する。図２は、図１の
画像出力システムにおけるＭＦＰの操作パネルの一例を示す図で、図３は、図１の画像出
力システムにおける携帯端末装置の表示パネルの一例を示す図である。また、図４は、図
１の画像出力システムにおける携帯端末装置の表示パネルの他の例を示す図で、図３の例
とは異なるユーザが使用している場合の例を示す図である。
【００３４】
　まず、ＭＦＰ１の無線通信部１１は、携帯端末装置５と無線で通信するインターフェー
スである。この通信の相手が携帯端末装置５側に設けられた無線通信部５１であり、この
無線通信部５１も無線で通信を行うインターフェースである。
【００３５】
　無線通信部１１と無線通信部５１とは、少なくともＭＦＰ１が設置された屋内又は設置
されたフロア内で通信可能であればよいが、ＭＦＰ１に近接した位置に近寄らないと通信
可能でならないような通信方式であってもよい。例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）等の無
線ＬＡＮ、赤外線通信やBluetooth（登録商標）等の近距離無線通信（ＮＦＣ：Near Fiel
d Communication）などを利用してもよい。なお、無線通信部１１及び無線通信部５１の
代わりに有線Ｉ／Ｆ及びケーブルを利用してもよいが、無線通信の方がケーブル接続の手
間が省けるため、現実的である。
【００３６】
　ＭＦＰ１の認証処理部１３は、携帯端末装置５から若しくはＭＦＰ１に設けられた操作
部（図１では操作パネル１２）から入力された、ユーザ識別情報（以下、「ユーザＩＤ」
と言う）を少なくとも含むユーザ情報に基づき、サーバ（この例では認証サーバ２）にユ
ーザ認証を要求する。なお、認証サーバ２をはじめ、クラウドサーバ３やコンテンツサー
バ４との通信には、図示しないネットワークアダプタを各装置に設けておけばよい。
【００３７】
　より具体的に認証処理部１３の処理を説明する。認証処理部１３は、携帯端末装置５か
らの無線通信による接続要求を受け付けた場合、ユーザＩＤ等のユーザ情報を携帯端末装
置５に要求し、携帯端末装置５の表示パネル５２から入力されたユーザＩＤ等のユーザ情
報に基づき、認証サーバ２にユーザ認証を要求する。若しくは、認証処理部１３は、操作
パネル１２から接続要求の操作を受け付けた場合、ユーザＩＤ等のユーザ情報を要求する
ＵＩ画像を操作パネル１２に表示し、操作パネル１２から入力されたユーザＩＤ等のユー
ザ情報に基づき、認証サーバ２にユーザ認証を要求する。認証処理部１３はこれらの処理
の一方のみ可能としておいてもよいし、双方の処理を可能としておいてもよい。いずれの
場合も、要求の結果としての認証結果は要求された側に返せばよく、返すだけでなくユー
ザに認証結果が分かるように表示させることが好ましい。
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【００３８】
　認証サーバ２は、ＭＦＰ１からの要求に応じてユーザ認証を行うユーザ認証部２１を有
する。ユーザ認証部２１は、ユーザ認証のために、ユーザＩＤとパスワードとを関連付け
て格納している。ユーザＩＤとパスワードが上記ユーザ情報の例であるが、上記ユーザ情
報としてはその他に住所、電話番号なども利用してもよい。なお、簡易なシステムで且つ
本システムでの画像出力対象が本システムで提供するコンテンツのみである場合には、パ
スワードは使用しなくてもよい。
【００３９】
　また、本システムにおけるサーバ（この例ではクラウドサーバ３）は、ＵＩ指示部３１
で例示したインターフェース指示部を有し、好ましくは後述する履歴格納部３２も有する
。ＵＩ指示部３１は、ユーザ認証部２１によるユーザ認証に成功した場合に、携帯端末装
置５における表示部（以下、表示パネル５２で例示）に表示してＭＦＰ１を操作するため
のＵＩ画像を、ユーザＩＤに応じて指定し、そのＵＩ画像を携帯端末装置５に表示させる
ようＭＦＰ１に指示する。
【００４０】
　この指示としては、（ａ）ＭＦＰ１にＵＩ画像を送信して提供してもよいし、（ｂ）Ｍ
ＦＰ１に予め格納してあるＵＩ画像のどれをどの手順で表示させるかを指示してもよいし
、（ｃ）ＭＦＰ１を経由して、携帯端末装置５に予め格納してあるＵＩ画像のどれをどの
手順で表示させるかを指示してもよい。手順については、一連のＵＩ画像及びユーザ操作
によってどのようなＵＩ画像が遷移するかのデータなどがあればよい。
【００４１】
　ここで、上記（ｂ）の場合、ＭＦＰ１に要素となるアイコンなどのアイテムを保存して
おき、そのようなアイテムをファームウェアにより読み出し可能に格納しておいてもよい
。上記（ｃ）の場合、携帯端末装置５に要素となるアイコンなどのアイテムを保存してお
いてもよいし、そのようなアイテムをファームウェア又はソフトウェアにより読み出し可
能に格納しておいてもよい。上記（ａ）～（ｃ）のいずれの場合でも、ＵＩ指示部３１で
は、ユーザＩＤとそのユーザに対応するＵＩ画像（又はそのＵＩ画像を特定するための情
報）とを関連付けて格納しておけば、ユーザＩＤに応じた指定は可能である。
【００４２】
　ＵＩ指示部３１による上述のような指示に従って、ＭＦＰ１の主制御部１０は無線通信
によりこの指示を携帯端末装置５に伝える。この指示に従った携帯端末装置５側での表示
及び表示例については、本発明の主たる特徴の一つであり、その詳細を後述する。
【００４３】
　また、このとき、ＭＦＰ１の操作パネル１２における性能等により、もしこの指示に従
ったＵＩ画像が操作パネル１２でも表示可能であれば、図２のＵＩ画像６０で例示するよ
うに操作パネル１２の表示部に表示させることが好ましい。但し、このような表示は行わ
なくてもよく、その場合、操作パネル１２の表示部にはＭＦＰ１の基本画面のＵＩ画像や
所定の画面のＵＩ画像を表示させておけばよい。
【００４４】
　なお、図２の例における操作パネル１２では、画像出力をカラーモードで実行するため
のスタートボタン６５、画像出力をモノクロモードで実行するためのスタートボタン６６
も設けられている。また、操作パネル１２において、赤外線送受信部、Bluetooth（登録
商標）通信部のアンテナ部、或いはＷｉ－Ｆｉ（登録商標）のアンテナ部６７も設けられ
ており、これは無線通信部１１に該当する。
【００４５】
　ＵＩ画像６０は、ユーザａａａａａがサービス（サービス名は○○）を利用して画像出
力を行う場合のＵＩ画像の例で、このユーザａａａａａ用にカスタマイズされた操作領域
６１を有する。ＵＩ指示部３１は、携帯端末装置５や他の情報処理装置（ＰＣ等）から機
能の順番を設定することやＵＩ画像そのものを選択することができるように構成しておく
。そして操作領域６１は、このユーザａａａａａが事前にＵＩ指示部３１に対して設定し
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た或いは後述するように操作履歴に基づき決定された機能の順番で、且つ同じく事前に設
定した或いは操作履歴に基づき決定された１つの機能が予め選択された状態となっている
。
【００４６】
　さらに、各機能には同じくユーザａａａａａが事前に設定した或いは操作履歴に基づき
決定された画像出力設定が対応しており、１つの機能（例えば「Ｃｏｐｙ１」）を選択す
ると図示しない設定画面ＵＩに遷移して、その機能の画像出力設定をその場でも変えるこ
とが可能となっている。また、１つの機能（「Ｃｏｐｙ１」で例示）を選択してグレイア
ウトした状態でスタートボタン６５又は６６を選択すると、その機能及び画像出力設定（
例えばＡ４用紙に２　ｉｎ　１で割付印刷する設定）で、カラー又はモノクロで印刷され
る。このような画像出力は、何処のＣＶＳ店舗に設置されたＭＦＰ１であっても可能であ
るが、カラーに非対応の機器であればモノクロのみ対応とすればよい。
【００４７】
　また、操作パネル１２にはスタートボタン６５，６６も設けてあるため、最終的な画像
出力の指示の方法を示唆する説明文６２を、図２のＵＩ画像６０に表示しておくことが好
ましい。また、コンテンツサーバ４にて画像出力用として提供するコンテンツについての
コンテンツ情報６３やそのコンテンツに対する割引情報６４も表示させておいてもよい。
ユーザは、コンテンツ情報６３に含まれる選択領域、この例ではお得情報、ライブ情報、
観光スポットの中から望む選択領域を選択してＵＩ画像の下層に遷移して、最終的に画像
出力対象とするコンテンツを選択することができる。
【００４８】
　ＵＩ画像６０のようなＵＩ画像としては、同じユーザ、同じ事前設定等の場合、何処に
あるＭＦＰ１でもできる限り同じものを提供できることが好ましいが、ＭＦＰは機種の違
いにより無理な場合やそのような処理にファームウェアを書き換えることが難しいことが
多い。上述したように、ＭＦＰ１にこのような表示を行う機能がない場合などは、デフォ
ルトの画面用画像（例えば初期画面のＵＩ画像）そのものを用いてもよいが、例えば表示
から図２ではスタートボタンの説明文６２のみを無くすなどしてもよい。
【００４９】
　このようなＭＦＰ１の機種の違いを補うため、本システムでは、上述したように携帯端
末装置５に指示を出し、以下に説明するように、表示に関してはより汎用的な機器が流通
している携帯端末装置５の表示パネル５２でユーザに応じたＵＩ画像を表示させる。
【００５０】
　携帯端末装置５では、主制御部５０が、ＭＦＰ１からの上述のような指示に従って、表
示パネル５２にそのＵＩ画像を表示させる。また、ＵＩ画像の解像度については指定して
もよいが、その場合には汎用的な表示部付きの携帯端末装置で表示可能な解像度にしてお
けばよい。無論、解像度は特に指定しなくてもよく、表示パネル５２に一杯になるように
拡大又は縮小して表示するなど、携帯端末装置５側で調整することもできる。
【００５１】
　このようにして携帯端末装置５の表示パネル５２には、図３で例示するようなＵＩ画像
６０が表示される。図３のＵＩ画像６０は、図２のＵＩ画像６０と基本的に同じとする。
但し、図３のＵＩ画像６０を表示パネル５２に表示させることが第１目的であり、その表
示さえできればユーザは携帯端末装置５からＭＦＰ１を操作できるようになるため、上述
したように図２の操作パネル１２には同じＵＩ画像を表示する必要は必ずしもない。
【００５２】
　そして、ＭＦＰ１は、ＵＩ指示部３１による指示に基づき携帯端末装置５に図３で例示
したようなＵＩ画像（つまりユーザＩＤに応じたＵＩ画像）６０を表示させた状態で、無
線通信部１１を介して携帯端末装置５から受け付けたユーザによる操作に従って、サーバ
（この例ではコンテンツサーバ４）から取得したコンテンツについて画像出力を実行する
。
【００５３】
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　これにより、上述したように、対象となるコンテンツの印刷（ＦＡＸ受信データの印刷
も含めてよい）、対象となるコンテンツのインターネットＦＡＸ送信、携帯端末装置５や
ＭＦＰ１に装着した可搬記録媒体へのコピーなどが実行できる。また、ＵＩ画像６０から
は、インターネットＦＡＸの宛先の設定やアドレス帳の表示の他、インターネットＦＡＸ
の受信設定（これはコンテンツとして受信ファクシミリ画像の印刷又は可搬記録媒体への
コピーに該当する）やインターネットＦＡＸの送信設定が可能となっており、これらの設
定内容についてもユーザによる事前設定等により決まっており、さらにこのＵＩ画像６０
からの変更も可能となっている。
【００５４】
　図３のＵＩ画像６０について説明する。図３のＵＩ画像６０は、操作パネル１２におい
てスタートボタン６５，６６を設け且つそのいずれかの選択により画像出力を実行するよ
うにしているため、最終的な画像出力の指示の方法を示唆する説明文６２を図３のＵＩ画
像６０に表示しておけばよい。これにより、操作パネル１２におけるスタートボタン６５
，６６を最終的に押して処理が実行される。若しくは、ＵＩ画像６０にスタートボタン６
５，６６のようなアイコンを含めてもよい。これにより、操作パネル１２におけるスター
トボタン６５，６６を押下するか、図３のＵＩ画像６０に付加して表示パネル５２に表示
させたスタートボタン６５，６６のアイコンを選択することで、すなわちＭＦＰ１或いは
携帯端末装置５のいずれかで最終的な開始操作を行うことで、画像出力が実行される。い
ずれかの方法により、ユーザが画像出力を迷うことなく実行させることができる。
【００５５】
　また、図３のＵＩ画像６０では、図２のＵＩ画像６０と同様のコンテンツ情報６３や割
引情報６４も表示させておいてもよい。ユーザは、ＵＩ画像６０の下層に遷移して、最終
的に画像出力対象とするコンテンツを選択することができる。
【００５６】
　図４で例示するＵＩ画像６０ａは、ユーザｂｂｂｂｂが事前に設定した或いは操作履歴
に基づき決定された機能及び画像出力設定が表示されたものであり、図３のＵＩ画像６０
とは異なる。この例では、単に操作領域６１における「Ｃｏｐｙ１」，「Ｃｏｐｙ２」，
「Ｐｒｉｎｔ１」，「Ｐｒｉｎｔ２」の順番が「Ｐｒｉｎｔ１」，「Ｐｒｉｎｔ２」，「
Ｃｏｐｙ１」，「Ｃｏｐｙ２」と変わった例を挙げているが、このような単純な相違だけ
でなく、ユーザＩＤに応じて各機能の選択領域の配置や、さらにはコンテンツ情報６３や
割引情報６４を表示するか否かなどについても、ユーザＩＤに応じて決めてもよい。
【００５７】
　また、図４のＵＩ画像６０ａのコンテンツ情報６３では図３のＵＩ画像６０のコンテン
ツ情報６３と店舗名が異なるが、これは単にユーザ毎にコンテンツの提供用のＵＩ部分を
事前設定可能にしておけば可能である。例えばコンテンツ購入機能を事前設定可能にして
おき、その機能を生かすように設定しておけばよい。また、後述するように、ユーザのＷ
ｅｂ店舗の閲覧や利用の履歴に応じて好ましい店舗を表示するようにしておいても履歴に
応じて変えることができる。
【００５８】
　また、ＭＦＰ１が画像出力対象のコンテンツを決定するタイミングについては、コンテ
ンツを複数ユーザが登録した場合の複数のコンテンツや、コンテンツサーバ４で店舗側が
サービスとして提供するコンテンツに対しては、画像出力対象のコンテンツを選択するＵ
Ｉ画像を表示させてユーザ操作に従って画像出力対象を決定すればよい。ユーザがコンテ
ンツを登録した場合で且つ登録したコンテンツが１つである場合には、自動的にそれを画
像出力対象として決定することができるし、事前に一度ファイル名などを確認させて確認
の操作を受け付けた段階でそれに決定してもよい。
【００５９】
　また、ＭＦＰ１が画像出力対象のコンテンツを取得するタイミングは、スタートボタン
６５，６６がＭＦＰ１で押下されたとき、若しくは同様のボタンを表示パネル５２にも表
示させていた場合にはそのボタンがタッチされたときでよい。また、画像出力対象のコン
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テンツがコンテンツサーバ４に格納されたコンテンツである場合、コンテンツサーバ４か
ら直接ＭＦＰ１に送信するようにしておけばよいが、コンテンツサーバ４から携帯端末装
置５に送信し、携帯端末装置５がＭＦＰ１に送信するようにしてもよい。
【００６０】
　このように、ＵＩ画像を見ながらユーザは携帯端末装置５でＭＦＰ１を操作して画像出
力するように構成しているため、高機能の操作パネルが設けられていないＭＦＰでもあた
かも高機能の操作パネル１２があるかのように携帯端末装置５で操作することができる。
また、例えばユーザの事前設定に基づいて、印刷機能、インターネットＦＡＸ送信機能な
どの画像出力機能のうち、スタートボタン６５，６６等によるワンクリックでユーザが望
む機能を実行できるようなＵＩを提供することも可能になる。
【００６１】
　次に、クラウドサーバ３が備える履歴格納部３２について説明する。履歴格納部３２は
、携帯端末装置５からのユーザ操作の履歴（操作履歴）をＭＦＰ１から、ユーザ操作毎に
又は一連のユーザ操作が終わった後に取得して、ユーザＩＤに関連付けて格納する。そし
て、ＵＩ指示部３１は、格納してあるユーザ操作の履歴に従って、つまり自動的に学習し
て、ユーザＩＤに応じて指定するＵＩ画像を変更する。変更する際に参照する履歴は、統
計をとって頻度の高い機能や頻度の高い画像出力設定を採用してもよいし、最新の機能や
画像出力設定を採用してもよい。
【００６２】
　このように履歴格納部３２を設けることで、ＵＩ指示部３１で指定されるＵＩ画像をユ
ーザ操作に応じて変更することができるようになり、ユーザがＭＦＰ１でユーザが操作し
た今までの使用履歴・集計を元にしてＵＩ画像をカスタマイズすることができる。例えば
、ユーザの今までの使用履歴に基づいて、印刷機能、インターネットＦＡＸ送信機能など
の画像出力機能のうち、スタートボタン６５，６６等によるワンクリックでユーザが望む
機能を実行できるようなＵＩを提供することも可能になる。また、ＭＦＰ１でのユーザ操
作のみならず、例えばＭＦＰ１が設置された店舗を経営する企業が提供するＷｅｂ上の販
売サイトなどでの閲覧履歴や購入履歴も参照して、ＵＩ指示部３１がＵＩ画像を指定する
ことで、例えば図２～図４のようにコンテンツ情報６３を閲覧履歴や購入履歴に基づき提
示することができる。
【００６３】
　また、本システムではコンテンツを提供するサーバ（この例ではコンテンツサーバ４）
を備えることが好ましく、このコンテンツサーバ４について説明する。このコンテンツサ
ーバ４はコンテンツ登録部４１を有する。コンテンツ登録部４１は、携帯端末装置５又は
携帯端末装置とは異なる情報処理装置（ＰＣ等）から、ネットワークＮを介し且つユーザ
ＩＤ等のユーザ情報を指定してなされた、コンテンツの登録処理を受け付け、コンテンツ
をユーザＩＤに関連付けて格納する。これにより、ＭＦＰ１は、コンテンツをコンテンツ
サーバ４から取得し、取得したコンテンツについて画像出力を実行することができる。
【００６４】
　コンテンツ登録部４１は、登録処理に際し、コンテンツに関連付けてコンテンツに関す
る画像出力設定を登録すること、つまり、ユーザからは、コンテンツ登録時に画像出力設
定も登録可能にしておくことが好ましい。これにより、ユーザが微調整した用紙サイズ情
報や色合い情報（濃度や解像度など）もクラウドサーバ３からアクセス可能な状態で管理
してユーザがどこの店舗からアクセスしても同じ情報を取得してプリントアウトすること
ができる。
【００６５】
　ここで、画像出力設定をコンテンツサーバ４で管理する例を挙げているが、クラウドサ
ーバ３で管理していてもよく、その場合、ユーザＩＤだけでなくコンテンツを示す情報（
コンテンツＩＤなど）と共に関連付けておけば、コンテンツサーバ４上に登録したコンテ
ンツの画像出力時に適用してＵＩ画像を表示させることができる。また、ユーザがコンテ
ンツサーバ４に登録したコンテンツに対して画像出力設定も登録した例を挙げているが、
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ユーザがクラウドシステム以外で取得するか作成したコンテンツが登録対象となるだけで
はない。
【００６６】
　それ以外のコンテンツも登録対象となり、画像出力設定の登録対象とすることもできる
。上述した画像出力設定は、図２～図４を参照しながら説明した画像出力設定と基本的に
同じであるが、コンテンツ登録部４１で登録するように説明した画像出力設定は、ユーザ
が登録する一意に定まるコンテンツに対する画像出力設定である点が異なる。図２～図４
を参照しながら説明した画像出力設定は、一般的に使用できる画像出力設定であり、ユー
ザがＵＩ指示部３１に事前に設定しておきそれを読み出すか、ＵＩ指示部３１が履歴格納
部３２を参照して履歴に基づいて決定するようにしておけばよい。事前の設定は、コンテ
ンツ登録部４１において、「任意のコンテンツ」を仮想的に登録して、それに対して画像
出力設定を行うように構成することでも実現できる。同様の考えにより、店舗側が提供す
るコンテンツを指定することでコンテンツ登録を行い、それに対して画像出力設定を登録
するよう構成することもできる。
【００６７】
　以上、本システムによれば、どのような機種のＭＦＰでも、ＭＦＰ１に対してクラウド
サーバ３からユーザカスタマイズされたＵＩ画像を提供できるようになり、ユーザカスタ
マイズされたＵＩ画像で操作させることを、容易に可能にする。さらに各機能において画
像出力設定を予め登録しておけば、その設定に合致した画像出力を行うこともできる。そ
して、メーカーはそのようなＭＦＰ１について機種展開が容易に行えたり、単純に無線通
信部を設けておくという共通仕様により主制御部１０のファームウェアのバージョンアッ
プだけで、この機能を付加することもできる。特に、機種によって操作パネルの大きさが
異なるといったラインナップでも、気にすることなくこのサービスを提供できる。
【００６８】
　また、図２で例示したように、本システムでもＭＦＰ１の機種（少なくとも表示性能）
を揃えることで、クラウドの機能を用いてＣＶＳ店舗の場所などの環境に依存することな
く、ユーザが事前登録したユーザＩＤ等を元にしてそのユーザに合致したＵＩ画像をＭＦ
Ｐ１の操作パネル１２に提供するように構成することもできる。すなわち、本システムに
より、ＭＦＰ１に対してクラウドサーバ３からユーザカスタマイズされたＵＩ画像を提供
できるようになり、例えばユーザによる今までの使用履歴に基づいて、印刷機能、インタ
ーネットＦＡＸ送信機能などの画像出力機能のうち、ワンクリックでユーザが望む機能を
実行できるようなＵＩを提供することも可能になる。
【００６９】
　次に、図５及び図６を参照しながら、本システムでの画像出力の流れの一例について説
明する。図５は、図１の画像出力システムを利用してユーザが画像出力を行う場合の流れ
の一例を説明するためのフロー図で、図６は、図１の画像出力システムにおけるＭＦＰの
動作の一例を説明するためのフロー図である。
【００７０】
　まず、図５に基づきユーザの作業の流れを説明する。ユーザは、専用Ｗｅｂサイト（例
えばクラウドサーバ３上に設けたサイト）において、本システムで提供するサービスの会
員登録を行う（ステップＳ１）。その際、例えば１０桁の英数字などのユーザＩＤを発行
する、若しくはユーザが重複を避けるように決める。このユーザＩＤは図１～図４を参照
しながら説明したものであり、登録内容はユーザ認証部２１等に格納される。
【００７１】
　そして、会員登録時、若しくは後日、ユーザは使用するコンテンツサービスを設定する
（ステップＳ２）。ここでの設定は例えば使用する可能性のあるサービスを設定する。有
料の場合にはサービスの数によって対価を異ならせてもよい。そして、ステップＳ２と同
時に若しくは後日、ユーザは事前に一番使用する可能性のある機能（この例ではプリンテ
ィング機能、つまり印刷機能）を設定する（ステップＳ３）。このとき、印刷対象のコン
テンツの登録も行う。
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【００７２】
　ユーザは、クラウド連携したＭＦＰ１が設置されたＣＶＳ店舗に出向き（ステップＳ４
）、クラウドサービスに既に登録している場合（ステップＳ５でＹＥＳの場合）、ステッ
プＳ７～Ｓ１１の操作を行う。一方でステップＳ１等により登録を行っていない場合（ス
テップＳ５でＮＯの場合）、クラウドサービスに登録するか否かを判断し（ステップＳ１
２）、登録するのであれば（ステップＳ１２でＹＥＳの場合）、ＭＦＰ１から又は所持し
ている携帯端末装置５からステップＳ２～Ｓ３と同様の作業を行う（ステップＳ１３～Ｓ
１５）。ステップＳ１２でＮＯの場合、少なくともサービスを利用するために仮ＩＤをク
ラウドサーバ３から取得するなどしてから（ステップＳ１６）、ステップＳ１４，Ｓ１５
の作業を行う。ステップＳ１６の後は、ステップＳ６へ進む。
【００７３】
　ステップＳ６では、その段階では既にクラウドサービスに登録又は仮登録済みであるた
め、出向いたＭＦＰ１の操作パネル１２において又は携帯端末装置５の表示パネル５２に
おいて、ログイン画面であるネットワーク設定画面を表示させる操作を行う（ステップＳ
６）。ＭＦＰ１に直接、ユーザＩＤを入力すると判断した場合（ステップＳ７で「直接入
力」の場合）、操作パネル１２からユーザＩＤを入力してユーザ認証を行う（ステップＳ
８）。一方、携帯端末装置５からユーザＩＤを入力すると判断した場合（ステップＳ７で
「無線通信」の場合）、操作パネル１２の近くで、携帯端末装置５からユーザＩＤを入力
し、無線通信を介したユーザ認証を行う（ステップＳ１０）。ステップＳ８，Ｓ１０の処
理後は、いずれも入力したユーザＩＤに対応したＵＩ画像が表示パネル５２（及び操作パ
ネル１２）に表示され、それを操作して登録済みのコンテンツの印刷を実行する（ステッ
プＳ９，Ｓ１１）。ステップＳ９とステップＳ１１は別に記載しているが同じ処理である
。
【００７４】
　次に、図６に基づき、本システムでの処理としてＭＦＰ１での処理を中心に説明する。
　まず、ＭＦＰ１は、ステップＳ６に対応してネットワーク設定画面を操作パネル１２に
表示させると共に、無線通信により表示パネル５２にも表示させる（ステップＳ２１）。
ＭＦＰ１は、ユーザＩＤが直接操作パネル１２で入力されたか、携帯端末装置５の表示パ
ネル５２で入力されたかを判定し（ステップＳ２２）、前者の場合にステップＳ２３～Ｓ
２５の処理を実行し、後者の場合にステップＳ２９～Ｓ３１の処理を実行する。
【００７５】
　ステップＳ２３では、そのユーザＩＤの入力を受け付けて、認証サーバ２に対してユー
ザ認証を要求する。そして、この要求に従い、クラウドシステムがクラウド連携を行うこ
とで、認証サーバ２がユーザ認証を行い、失敗すれば失敗である旨を通知し、成功すれば
クラウドサーバ３でそのユーザＩＤに応じたＵＩ画像を指定してその表示指示をＭＦＰ１
に行う（ステップＳ２４）。次に、ＭＦＰ１は、可能であれば操作パネル１２にそのＵＩ
画像を表示すると共に、携帯端末装置５の表示パネル５２にはそのＵＩ画像を表示させる
（ステップＳ２５）。
【００７６】
　ステップＳ２５及び後述のステップＳ３１で表示されるＵＩ画像については、図５のス
テップＳ２，Ｓ３での設定に基づき、ＵＩ画像に表示させる機能や一番選択し易いところ
で既に選択した状態で表示する機能（この例では印刷機能）が決まることになる。但し、
ユーザ操作の履歴を考慮する場合、ＵＩ画像の表示後、もしユーザが選んだ機能が異なれ
ば、次回にはその選んだ機能が一番選択し易いところに表示されるようにすればよい。
【００７７】
　ステップＳ２５に続き、ＭＦＰ１は、操作パネル１２又は表示パネル５２から受け付け
たユーザ操作に従って、画像出力を行う（ステップＳ２６）。また、ＭＦＰ１は、ＵＩ画
像における機能の使用履歴やコンテンツ提供サービスにおけるアクセス履歴（どの種類の
コンテンツにアクセスしたかなど）を、クラウドサーバ３に送信する（ステップＳ２７）
。そして、クラウド連携により、クラウドサーバ３が履歴の集計を行う（ステップＳ２８
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）。
【００７８】
　また、ステップＳ２９では、そのユーザＩＤの入力を無線通信により受け付けて、認証
サーバ２に対してユーザ認証を要求する。そして、この要求に従い、クラウドシステムが
クラウド連携を行うことで、認証サーバ２がユーザ認証を行い、失敗すれば失敗である旨
を通知し、成功すればクラウドサーバ３でそのユーザＩＤに応じたＵＩ画像を指定してそ
の表示指示をＭＦＰ１に行う（ステップＳ３０）。次に、ＭＦＰ１は、既に携帯端末装置
５の表示パネル５２からユーザは操作を望んでいるため、操作パネル１２にそのＵＩ画像
を表示することなく、表示パネル５２のみにそのＵＩ画像を表示させる（ステップＳ３１
）。その後、ステップＳ２６へ進む。
【００７９】
　このような処理により、ユーザは携帯端末装置５からユーザカスタマイズされたＵＩ画
像でＭＦＰ１を操作してクラウドサービスを利用することができる。また、ユーザが使用
した機能やアクセスしたサービスの情報をネットワーク経由にてクラウドサーバにて収集
することにも連携可能であるため、ユーザニーズを即座に収集・集計して顧客満足度の充
実のためのデータに集計することができる。
【００８０】
　このように、本システムは、ユーザビリティが向上し、何処のＣＶＳ等の店舗や施設等
であっても簡単スタート行えるサービスに適用できる。ここで、ＣＶＳに置かれることを
メインとして考えた場合、ユーザ操作の履歴からユーザがよく使うコンテンツ情報や類似
コンテンツ情報を提供したり、クーポン情報、ポイントの有効期限情報などＣＶＳ店舗な
どで使えるサービスも提供することができる。これについては、図２～図４のコンテンツ
情報６３や割引情報６４で例示した通りである。また、店舗が提供している様々なコンテ
ンツのコンテンツサーバ４ともクラウドサーバ３は連携させることができるため、集計し
たアクセス頻度に応じて各ユーザが欲している情報をユーザに提供することができ、結果
としてユーザの要求をキャッチアップして新たな機能創出生み出していくこともできる。
またこれらのユーザ操作の履歴からある程度の日単位、ユーザ単位での情報集計ができ、
サービスマンによるメンテナンス時やユーザのニーズ抽出などにも役に立てることができ
る。このように、店舗側がサービスとして提供する上述のような情報は、各ＣＶＳ店舗で
のニーズ分析やＣＶＳ全体としてのニーズ分析にも役立てることができ、それらもクラウ
ドサーバ３などで一括管理するように構成することができる。
【００８１】
　また、ユーザが使用した機能などのユーザ操作の履歴は、特に店舗側がコンテンツサー
バ４から提供したコンテンツが画像出力された場合、販売実績情報として利用することが
できる。従って、このサービスをユーザが享受したときに、店舗等から取得情報（ユーザ
の年齢を判断した年齢情報等）をＰＯＳ（Point Of Sale）サーバに供給するようにして
おくと共に、クラウドサーバ３における上記ユーザ操作の履歴の情報をＰＯＳサーバに自
動的に供給するようにしておけば、販売実績情報がＰＯＳサーバに蓄積できる。
【００８２】
　また、ＭＦＰ１は、サービスマンがメンテナンスを行うことがあるが、ユーザがサービ
スマンコールをＭＦＰ１から直接又は携帯端末装置５を介してクラウドシステム側に送信
可能としておけばよい。そして、ユーザと同様に、サービスマン用にカスタマイズされた
ＵＩ画像も表示できるように構成しておき、サービスマンがメンテナンス実施時に、メン
テナンス中であることを操作パネル１２又は同様のサービスマン用にカスタマイズされた
ＵＩ画像からクラウドサーバ３に送信するようにしておく。この送信に応答して、クラウ
ドサーバ３は、それまでに発生したサービスマンコールなどのアラート情報を集計して、
ＭＦＰ１に必要な消耗品やメンテナンスが必要となる部位などを、即座に操作パネル１２
又は表示パネル５２に表示させるようにＭＦＰ１に返信するよう、構成することもできる
。
【００８３】



(16) JP 2015-62320 A 2015.4.2

10

20

30

　以上、本発明に係るサーバ（図１の例ではコンテンツサーバ４）が、画像出力対象のコ
ンテンツを格納することを前提として説明したが、本システムはそのような例に限らず、
画像出力対象のコンテンツは携帯端末装置５に格納してあるものであってもよい。
【００８４】
　つまり、ＭＦＰ１は、画像出力を行う際、携帯端末装置５から取得したコンテンツにつ
いて画像出力を実行する。無論、この場合にも表示パネル５２にＵＩ画像を表示させた状
態で、ユーザ操作を携帯端末装置５で受け付け、そのユーザ操作に従ってＭＦＰ１がその
コンテンツの画像出力を実行する。コンテンツは、ＭＦＰ１から取得要求を出してもよい
し、逆に携帯端末装置５側からＭＦＰ１に送信するようにしてもよい。
【００８５】
　その他、画像出力対象のコンテンツは、例えばＭＦＰ１に装着したＵＳＢメモリなどの
可搬記録媒体から読み出したものであってもよい。また、これらの例でも、ＭＦＰ１の操
作パネル１２からのユーザ操作によっても、コンテンツの画像出力が可能に構成しておい
てもよい。
【００８６】
　以上、本発明に係る画像出力システムについて説明したが、本発明は、上述したシステ
ムにおいて、画像出力を行う画像出力方法としての形態も採用することができる。その方
法や応用例については、画像出力システムについて説明した通りであり、その説明を省略
する。また本発明は、このような画像出力方法における各装置内のコンピュータに実行さ
せるためのプログラムとしての形態も採り得る。各装置内のコンピュータとしては、上述
したようにマイクロコンピュータやプログラム可能な汎用の集積回路／チップセットなど
、様々な形態のコンピュータが適用できる。上述したように、サーバ用のコンピュータと
しては汎用コンピュータも適用できる。またこれらのプログラムは、インターネット等の
ネットワークを介して、また放送波を介して、さらには可搬の記録媒体を介して流通させ
ることができる。
【符号の説明】
【００８７】
Ｎ…ネットワーク、１…ＭＦＰ、２…認証サーバ、３…クラウドサーバ、４…コンテンツ
サーバ、５…携帯端末装置、１０…ＭＦＰの主制御部、１１…ＭＦＰの無線通信部、１２
…操作パネル、１３…認証処理部、１４…画像出力部、２１…ユーザ認証部、３１…ＵＩ
指示部、３２…履歴格納部、４１…コンテンツ登録部、５０…主制御部、５１…無線通信
部、５２…表示パネル、６０，６０ａ…ＵＩ画像、６１…操作領域、６２…説明文、６３
…コンテンツ情報、６４…割引情報、６５，６６…スタートボタン、６７…アンテナ部。
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